














11.9

北欧フェアにて「ウズマニーブ」ミニライブ開催
2023

　ラトビア共和国エドムンズ・ヴァランティス経済副大臣来

日に伴い、石橋理事長はじめ、上野常務理事、池田常務

理事、清水 良二理事、そして協会を長年サポートしていた

だいていますアリナ・アシェチェプコワさんも加わり、ラトビア経

済、万博の話等、情報交換をしました。（冒頭だけでした

が、ラトビアの万博担当のラースマ・リーダカ ディレクターと

ご挨拶をさせていただきました。）

11.14

ヴァランティス経済副大臣来日
2023

　ラトビア大使館で開催されたナショナルデーを祝うレセプ

ションに石橋名誉領事夫妻をはじめ協会有志が参加。

　合唱団ガイスマによる素晴らしいラトビア国歌 "Dievs, 

svētī Latviju" 「ラトビアに幸いあれ」と「君が世」斉唱に

始まり、ズィルガルヴィス大使夫妻を囲んで、歴代の駐ラトビ

ア日本国大使、長内敬様、藤井真理子様、川口康裕様

ほか、ラトビア愛に溢れる皆さまと共に、105回目の記念日を

祝福し楽しいひと時を過ごしました。

11.16

第105回ナショナルデー開催
2023

石橋理事長 池田常務理事 上野常務理事

写真左から、田中敦経済学部教授、池田常務理事、
ズィルガルヴィス大使、小林伸生経済学部長

写真左から3人目リーダカさん、4人目アシェチェプコワさん、
5人目ヴァランティス経済副大臣

10.3

ズィルガルヴィス大使 関西学院大学で講演
2023

【ご来賓 挨拶】

　本日、三点お話しさせていただきます。まず一つ目、日本とラトビア
の関係が大切だということです。世の中はロシアのウクライナ侵攻
によって変わりました。人と人や国と国、会社と会社において、本当
に大事なのは、お互いが信頼・安心できるかであります。日本とラト
ビアには、その信頼関係がしっかりとあります。引き続き大切にしてい
かなければなりません。
　二つ目は、この関西日本ラトビア協会が、日本とラトビアの架け橋
として、大切な役割を果たしているということです。コロナ時期でした
が、外務大臣表彰を受けていただきました。このことをこの場

姫野大使（政府代表／特命全権大使（関西担当）） 挨拶

　神戸市はラトビアの首都リガ市と1974年に姉妹都市提携を締
結し、文化や教育など様 な々面で交流を続けてまいりました。そのよ
うな中、来年2024年で50周年を迎えることとなりました。これからも、
神戸市とリガ市のみでなく、関西とラトビア、そして日本とラトビアの
架け橋としてさらなる発展に寄与していきたいと思っております。　
　2024年6月には姉妹都市提携50周年を記念し、リガ市へビジ
ネスにフォーカスした訪問団の派遣を計画しております。皆さまも、
ぜひ訪問団に参加いただければと思います。また、2024年秋ごろ

垣内部長（神戸市国際部長） 挨拶

　大阪梅田の阪神百貨店「北欧フェ

ア」にて、ラトビア音楽ユニット「ウズマ

ニーブ」さんのミニライブが開催されまし

た。

　自然に寄り添って、季節を大切にして

きたラトビアにシンパシーを感じます。心に

沁みるラトビアのメロディをクワクレと、バイ

オリンのハーモニーで楽しみました。

　駐日ラトビア共和国大使館 ズィグマールス・ズィルガル

ヴィス大使が関西学院大学にて「ラトビア、鋼の意志を

持つ人々がミッションと大志を抱く国」というタイトルで講

演されました。

　あらゆる角度からラトビアについ

てお話しいただき、出席者も興味

深く視聴されていました。
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【主催者挨拶】 【乾杯】 【中締め】

でお話しすることができて大変うれ
しく思っています。
　三つ目は、来年2024年は神戸
市とリガ市の姉妹都市提携50周
年、再来年2025年は大阪・関西
万博があります。関西で、大きなイ
ベントが控えています。日本とラトビ
ア、共に力をあわせて取り組んでい
くことができればと願っております。

にリガ市からの訪問団の受け入れ
も計画しております。
　神戸市とリガ市の交流は、駐日
ラトビア大使館、外務省、そして関
西日本ラトビア協会の皆さまによっ
て支えられてきたと思っております。
　これからも引き続きご支援をよろ
しくお願いいたします。



　昨年リガ工科大学を卒業された、宮本さん（協会奨学

生）をお招きし、「ラトビア留学活動報告」のタイトルで講演

いただきました。

　ラトビアでの日常生活や、大学での体験をありのままお話

しいただき、参加いただいた会員の皆さまからも、大変好評

をいただきました。

　講演後は、宮本さんも交え懇親会（交流会）を開催いた

しました。

1.20

トークサロン開催：ラトビア留学活動報告
2024

　一時帰国をされた駐ラトビア日本国大使 髙瀬 寧大使

が、名誉領事館に訪問してくださいました。

　髙瀬大使を囲んで、石橋名誉領事をはじめ協会理事有

志でラトビアの現況や日本とラトビア関係の話など情報交換

をさせていただき、楽しいひと時を過ごさせていただきました。

3.18

駐ラトビア日本国大使 髙瀬大使来館
2024

11.23

Viktor Busigin（ブシギン）さんとの交流
2023

2.7

カリンシュ外務大臣(元首相)ご一行 初来日
2024

　ラトビアに2022年から1年間留学されていた、牧さん

が上野常務理事と一緒に名誉領事館を訪問くださいま

した。

　4月から新社会人、新しい環境で大きく羽ばたいてく

ださい。

3.21

留学生 牧さんが来館
2024

前列中央 髙瀬大使

写真中央 カリンシュ外務大臣

写真左から3人目 宮本さん

　ラトビアで合気道の先生をし、ある時は、ピエロになってパ

ントマイムをしておられるViktor Busigin（ブシギン）さんと交

流を深めました。

　初来日となったブシギンさんは、10代の頃、黒澤映画を

観て日本に興味をもったとのこと、日本に来ることができて若

い頃の夢が叶ったととても喜んでおられました。

　初来日されたクリシュヤーニス・カリンシュ外務大臣

（元首相）ご一行をお迎えし、石橋名誉領事主催の

歓迎会を「一味真」（東京オペラシティ）にて開催しました。

　協会からは上野常務理事、上平 豊久理事、金井

理事が参加し、日ラ友好の歴史を振り返りつつ、未来

に向けて幅広い話題で懇親を深めることができました。

　カリンシュ外相は、8日上川 陽子外務大臣と会談

され、9日には東京大学で講演会を行われた後、離日

されました。
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法人会員個人会員
関西日本ラトビア協会会員

穐山　和生
東　　美紗都
安達　和彦
阿部　文彦
荒木　美眞
アリナ・アシェチェプコワ
池田　政雄
石原　美生子
伊藤　茂男
伊藤　正男
今城　孝司
岩井　香代子
岩井　二郎
植田　多江子
上野　龍平
宇陀　性現
榎本　勤
大橋　正孝
岡　　美文
河端　健司
木下　武幸
小巖　仰
権藤　眞禎
阪上　義昭

株式会社アサノ

朝日ウッドテック株式会社

株式会社朝日押捻子製作所

株式会社旭屋書店

株式会社石川製作所

株式会社イシモク・コーポレーション

株式会社伊藤園

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

稲畑産業株式会社

因幡電機産業株式会社

株式会社岩崎貞三商店

株式会社インターネットイニシアティブ

SMB建材株式会社

SCSK株式会社

SCSKサービスウェア株式会社

エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社

エフサステクノロジーズ株式会社

応用技術株式会社

大阪ガス株式会社

株式会社大塚商会

河村電器産業株式会社

株式会社キョーライト

クマリフト株式会社

株式会社構造計画研究所

三京化成株式会社

株式会社山水

正司　泰一郎
鈴木　亜衣
田口　瑠璃
竹内　大樹
立岡　弘
田中　伸一
田中　悠樹
津田　恵美
東郷　久野
轟木　裕子
中井　敦予
中島　文子
長塚　徹
永見　義広
夏目　剛
西﨑　明美
西野　勝弘
橋田　亨
橋本　大樹
濱田　賢時
早川　明弘
平田　大
藤原　和之
藤原　秀之

古川　一郎
古川　岩夫
古田　晴彦
古海　賢二
堀田　健二
堀内　知子
間﨑　泰光　
益田　信行
松田　咲希
丸山　竜誠 
三木　保人
水谷　隆之
宮本　航平
宮本　菜穂
物部　健依
桃井　猛
森本　健太郎
安田　敏男
安田　勝
山﨑　志野
山原　一晃
山村　有佳里

50音順敬称略（2024年8月31日現在） 50音順（2024年8月31日現在）

サンスター技研株式会社

サントリーコーポレートビジネス株式会社

サントリービバレッジソリューション株式会社

サン美術印刷株式会社

清水木材株式会社

昇信化成株式会社

新宮エネルギー株式会社

株式会社伸明

株式会社伸和エージェンシー

スターネット株式会社

セコム株式会社

株式会社ゼンリン

綜合警備保障株式会社

損害保険ジャパン株式会社

ダイキン工業株式会社

株式会社大伸社

ダイドードリンコ株式会社

大日鋼業株式会社

大和ハウス工業株式会社

大和物流株式会社

大和リース株式会社

タカラスタンダード株式会社

チヨダウーテ株式会社

ツカ・カナモノ株式会社

株式会社デザインアーク

株式会社東芝

株式会社南都銀行　

日鉄鋼板株式会社　

日鉄建材株式会社

日鉄物産株式会社

日本製鉄株式会社　

日本アーツ株式会社

日本ノボパン工業株式会社

ニホンフラッシュ株式会社

株式会社ノザワ

富士通株式会社

フルサト工業株式会社

文化シヤッター株式会社

松本林業株式会社

株式会社丸加商店

株式会社丸国林業

丸紅木材株式会社

株式会社マルホン

株式会社みずほ銀行

みずほ信託銀行株式会社

株式会社三井住友銀行

株式会社メディアテック

株式会社ユニフロー

株式会社LIXIL

株式会社RYODEN

渡辺パイプ株式会社

　ここ数年、コロナ禍で協会活動が制限されておりましたが、2023年5月に5類へ移行したことで活動が戻ってまいりました。
4年ぶりに開催した総会では約60名もの皆さまにご参加いただき、とても活気に満ちた会合になりました。ご参加いただきました皆
さまありがとうございました。
　2023年度活動の中には協会発信の活動だけではなく、協会会員様の活動に協会が関わらせていただいたり、また、協会の
奨学生ではない日本からラトビアへの留学生との交流を行うなど、これまで以上の活動の広がりもあり、コロナ禍で蓄積されてい
たエネルギーを開放させた1年だったのではないでしょうか。
　2025年は大阪で「大阪・関西万博」が開催されます。ラトビアは、リトアニアと共同でパビリオンを出展する形で進めています。
ラトビアを知っていただける良い機会と捉え、協会としても支援していきたいと考えています。
　今後も引き続き、ラトビアと会員企業の皆さまを繋ぐ活動を続けてまいりますので、ご支援ご協力お願いいたします。
末筆になりますが、当会報誌制作にあたり、ご寄稿をいただきました今西様、制作の助言・サポートをいただきました溝口常務理
事に御礼を申し上げます。         　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （事務局長　甲斐）

編集後記

 2023年12月20日

協会事務局前庭に移植した、ラトビアのモミの木に

クリスマスの飾りつけをいたしました。

少しずつ成長しているモミの木です。

ラトビアのモミの木
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	ラトビア_Vol.13_A4_2024_05__10__0909
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